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はじめに

外国語教育における早期学習あるいは海外での FLES運動は，単に従来の学習開始年令を下げる

試みだけでなく，いろいろな面で特徴を持つ分野であるo 本論は，言語発達と外国語学習との関連

で，早期外国語学習研究の変遷を概観し，内在する問題点、の指摘を試み，さらに， Nuffie ld 

Langu age Pr 0 j ec tの内容と方法を考察するものであるo

I 学習者としての大人と子ども

早期学習の根拠を求める研究は，長年に亘り，言語学習者としての大人と子どもとを比較検討し

その結果から学習開始の最適年令を設定する試みをなしてきたo子どもが言語を習得する速さは，

bilingualな環境で古くから観察されており(④ 203 ) ，子どもの直感的な能力を認める主張

もあった(⑫ 5 3 ) 0 言語学習に関わる特殊な能力は存在するか。存在するならば，それは何か，

また年令の増加に伴ないどのように変化するか，という疑問は早期学習の研究者にとって重要なテ

ーマであったo PenfieldとRoberts(⑨ 245 )は，大脳生理学に立脚した論を展開しているO

彼らは，年令の異なる失語症患者を観察した結果，言語学習を司る言語野は年令とともにその柔軟

性を失なうと，大脳の言語機能の面から主張した。この言語野の可塑性が，子どもの特殊な言語能

力と考えられてきた。

しかし，この考えに対し，子どもの言語習得の潜在的能力が，外国語の短期習得に関るよりは，

むしろ学習環境が好ましいために，子どもが容易に学習をしているように見えるにすぎない， とす

る主張があるo bilingualisIDに対し常に批判的なM.West (⑬ 94-97)と同様に，

Ausubelも，本来，言語学習は概念の習得までを含み，子どもが概念の習得が困難であるが，大

人は母国語での概念形成が可能であり，外国語を聞く際に新しく概念を形成する必要はないと述べ，

早期学習に懐疑的である (@:421)0

さらに興味深いことに，これら Penfieldを中心とする子どもの言語能力を肯定する派と，West

に代表される言語学習の環境や学習を促す社会的要因を主張する派との対立が現在まで継続してい

るo T. Scovel (⑪ 245-253)は，子どもは大人よりも外国語を容易に習得し，ことに母国

語から干渉を受けずに外国語の音戸を習得するが，これは単なる言語学習の無意識的学習，事物と

言葉との直接連合などの学習方法からでは充分に究明できず，大脳生理学的特性 "nature"により

初めて説明できるとするo この反論として，多言語使用地域では高年令で L2やL 3を学習し始め

るが foreign accentsは観察されないという報告に基づき，言語学習の "nurture" を主張する

論があと (@:237-243)。

以上の考察から，学習者の内的要因と外的要因のいずれを重視して大人と子どもを比較するかに

より，早期学習の賛否両論に分かれ，それが現在でもなお平行状態にあり，明確な解容が与えられ

ていないことがわかるo
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E 外国語学習の発逮的側面ー比較実験研究

上記のような広い立場での大人と子どもの比較研究をやめ，言語学習の狭い側面で両者を比較す

る必要が出てくるo換言すれば，学習の一面，例えば，発音，語い，文などのテストを年令の異な

る被験者，あるいは，学習開始年令の異なる学習者に実施し，その結果を比較検討する方法であるo

発音(art. icu lat. ion )の比較は，方法が容易であることもあり，従来多数実施されている。

Asher & Garcτa (① 334-341 )， KIrch(⑦ 399-400). Larew(③: 203-206) 

らの実験によれば，学習の長さと比例して発音はよくなるが，年令の増加に反比例するという結果

が導き出され， Penfieldらの主張を一応肯定しているD しかし，聞き取り，語いの面では，学習

効果は年令の増加に伴ないよくなっていく(⑬ 237-245)。

これら一連の比較実験は，一般的な両者の傾向を理解する上で重要ではあっても，実験期間，被

験者の数について妥当性に欠けているo また，言語学習が種々な心理的特性の発達と密接に結び付

いているために，同一な状況で大人と子どもを正しく比較検討できるかどうか疑問の余地が残.る。

E 子どもの言語と興味の中心-Nuffield Language Project 

Nuffi e Idの言語研究は，フランス語教授の実験の一部門であるo 1 9 6 3年に開始されたイギ

リスの早期外国語実験は 8才鬼にフランス語を導入する試みに加え，教員養成と教材開発の部門

を備えた総合研究であるo 8 ~ 1 2才用の視聴覚教材を作成する教材開発部門は，基礎研究として，

学習者の文法と興味の中心を CREDIFと共同で調査研究したo

1 )言語の記録 Nuffieldの言語研究は，子ども達が日常使用している言語を録音し，分析す

る方法を採った。イギリス南東部に住む 8~ 1 2才の小学生 250名を被験者に選ぴ 3人から成

る少年，少女，男女混合の 3種の小集団を作り，学校で彼らの言語を記録したO 録音に際して，

子ども側の自然さと自発性を失わないように配慮し .uncon&rolled in&erview"と"free

play (psycho-dr細心"の形式を採用した(⑤ c):3)。前者では，自己紹介や身近かな話題

から入っていき，集団内で 40分間諸々の話題について話し合う D 後者の方法によれば，集団が

設定した場面でいろいろ想像をめぐらじ発話する。

2) 言語の分析と分析結果 同言語研究は spoken languageを記録し. Hall idayの

cat. egory grammarを参考にし，言語を記述分析したO 以下，言語分析の結果を若干検討する。

Code Number Type of Clause and Example 

o 1 S ー-P' 1 wi 11 561 

09 A Yes 1 3 1 

3 4 Adgp : when he comes 8 5 

08 Z Geography 4 1 

(⑤a} : 28} 

上図は，分析された 1000のclauseを型と頻度により分類したものであるo これによれば，

正予構造が全体の約半数を占めているO そして・yes' とか・no・などのAだけの文が多く .AdSP

(完属節).次に Z groupが続き，この 4種の clause-&ypeが全体の 82%に及んでいるD
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Code J伝 Sub-class at h and Example. S z C
1 

Ce 

04 Singular noun:"house" 16 ( 29ら〉 26(24%) 38(25%) 93(35%) 

05 Adj e c t. i ve :" sma 11" 。 48(30%) 。
19 Singular personal pronoun:"I" 377 (5 69も) 9( 8%) 2( 1%) 41(14%) 

20 Proper name 17 ( 2%) 20(19%) 8( 5%) 19 ( 6%) 

21 Plural perBonal pronoun:"We" 167(24%) 10 ( 9%) 29(10%) 

22 Plural noun:'・houses" 10( 170) 12(11%) 9( 6%) 50(17%) 

588 (8570) 77(71%) 106(67%) 232(82%) 

(⑤a): 33 ) 

上国は nominal groupにおける headwordの分類であるo Sの要素として， ー 1'のよう

な単数人称代名詞 'We'のような複数人称代名詞が多いo Zの要素には，単数名詞，固有名詞

の11既に多い。び (intensive complement group)では，形容詞，単数名詞が多く使用され，

Ce(extensive complement group)としては，単数名詞の headwordが高い使用頻度を示

しているo

• Pa ragr当 h'
Formal item S~ructural position Totals 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

programme h in Ci 1 1 

h in Afpc 2 2 3 

punct.ure h in Ce 4 4 4 

punct.ures h in A solo pc 1 1 

h in Ce 1 1 2 

(⑤a : 5 7 ) 

上図は word単位でまとめた表の一部である。図から， どの単語がどの位置で使用されたか

が明らかになる。例えば， ・programme'はThere'sa programm~.のように， C1内の head

wordとして 'punct.ure"は 1 find t.he punct旦工三・のように Ce
の主主主d wor止として，

それぞれ発話されているo

Nuffieldの情報交換の相手である CREDIFは，家庭でもフランス語を記録した以外は，

Nuffieldと同一な研究方法を採用しているo両研究は，言語の記述，分析から，会話における

学習者の興味を明らかにしているo CREDIFは 34の興味の中心を識別した。そのうち主た

る話題は，家庭生活，学校生活，屋外での活動，個人的興味である口さらに，少年や少女が最も

頻繁に扱う主題は，学校での勉強，教室活動，テレビや映画についてであることが判明した

(① 3 )。

以上概説したNuffieldとCREDIFの研究は，外国語学習の研究，とりわけ早期学習の研究

にとっていかなる意義を持っているだろうか。一口で言えば，言語発達と言語学習とをより密接

に取らえ，教授面に一歩接近したことであるo両研究が文法を対象として，従来の使用頻度に基

づく語い調査では得られない言語の・ permanent.'な面を追求した点，また教材作成の際に必h要

な言語材料を，子どもの発話に観察される興味の中心から明らかにし，学習の動機づけを強化し，

児童中心の学習，あるいは場面中心の学習を可能にしようとする点，さらに，子ども同志，子ど

もと大人との会話の中から問答の形式を調査する点などは，学習者の言語発達と言語生活とに基

盤を置く教授を実施する意図の表われであろうo しかし，この言語研究じも，記録の情況により，
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使用文法や話題が限定されやすい欠陥があり，子どもが活動する多くの場面で彼らの発話から

"extralinguistic material"を収集する必要性が指摘されている(⑤ b):1 2 -13 ) 0 

おわりに

言語心理学の新しい研究成果を外国語教授や学習に応用するには，幾多の検討を経なければなら

ないだろう。しかし， NuffieldとCREDIFのアプローチは，今後の外国語教授，学習の研究に

とって，示唆に富む試みである。
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